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神
社
祭
祀
と
本
庁
幣

高

原

光

啓

は

じ

め

に

　

本
稿
は
神
社
の
例
祭
な
ど
に
お
い
て
供
進
さ
れ
る
本
庁
幣
に
つ
い
て
制
定
の
経
過
を
た
ど
る
と
共
に
、
改
め
て
本
庁
幣
の
意
義
に
つ
い

て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。「
本
庁
幣
供
進
に
関
す
る
規
程（

（
（

」
に
は

第
一
条�　

本
庁
は
、
全
国
神
社
の
総
意
に
基
い
て
神
社
の
神
徳
を
顕
揚
し
、
斯
道
の
興
隆
を
祈
願
し
、
奉
賛
の
誠
を
捧
げ
る
趣
旨
で
、

神
社
の
例
祭
、
鎮
座
祭
、
本
殿
遷
座
祭
及
び
式
年
祭
に
、
本
庁
幣
を
供
進
す
る
。

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
庁
幣
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
小
野
祖
教（

（
（

が
幣
帛
の
概
要
を
論
じ
る
中
で
本
庁
幣
を
取
り
上
げ
、
星
野
文

彦（
（
（

は
現
行
制
度
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
長
谷
晴
男（

（
（

は
行
事
と
し
て
の
本
庁
幣
献
撤
に
つ
い
て
変
遷
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
沼
部
春
友（

（
（

・

茂
木
貞
純
ら
に
よ
っ
て
幣
帛
の
歴
史
、
語
義
を
説
い
た
上
で
本
庁
幣
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
先
学
に
よ
り
本
庁
幣
の
歴
史
や
意

義
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
「
全
国
神
社
の
総
意
」
に
よ
り
確
立
し
た
経
緯
や
、
制
定
へ
と
至
る
背
景
に
関
し
て
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ

ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
近
代
の
奉
幣
制
度
を
本
庁
幣
の
背
景
に
あ
る
も
の
と
位
置
付
け
、
本
庁
幣
制
定
に
至
る
過
程
に
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つ
い
て
検
討
す
る
と
共
に
、「
神
社
祭
祀
規
程
」
の
理
念
が
本
庁
幣
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
祭
祀
厳
修
の
意
義
を
念
頭
に
置

き
つ
つ
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一
、
幣
帛
の
あ
ら
ま
し

　

幣
帛
自
体
の
意
義
や
歴
史
に
関
す
る
詳
細
は
先
学
に
委
ね
た
い
が
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
と
、
幣
帛
は
訓
じ
る
と
ミ
テ
グ
ラ
、
ヌ
サ

と
よ
み
、
神
々
に
奉
る
も
の
の
総
称
で
あ
る
。
そ
の
種
類
と
し
て
、
布
帛
・
紙
・
玉
・
兵
器
・
銭
貨
・
器
物
・
鳥
獣
な
ど
実
に
多
様
で
あ

る
が（

（
（

、
神
饌
幣
帛
と
い
う
ふ
う
に
対
比
さ
せ
る
場
合
、
幣
帛
は
神
の
御
も
の
と
な
る
布
帛
の
類
を
指
す（

（
（

。

　

幣
帛
自
体
の
歴
史
は
古
く
、『
万
葉
集
』
に
よ
れ
ば
旅
の
安
全
を
祈
る
際
に
読
み
込
ま
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
が（

（
（

、
幣
帛
の
淵
源
を

た
ず
ね
る
と
、
記
紀
に
お
け
る
天
石
屋
戸
段
に
白
丹
寸
手
・
青
丹
寸
手（『
古
事
記
』）、
白
和
幣
・
青
和
幣（『
日
本
書
紀
』）を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
楮
布（
木
綿
）・
麻
布
を
指
す
と
い
う
が
、
神
々
に
幣
帛
を
献
り
祈
願
を
し
た
こ
と
は
神
代
に
遡
る
。

　

こ
う
し
た
幣
帛
は
後
に
律
令
祭
祀
制
度
上
に
位
置
付
け
ら
れ
、「
神
祇
令
」「
延
喜
式
」
な
ど
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
く
。
た
だ
幣
帛

の
意
義
を
考
え
る
上
で
崇
神
記
の
記
述
は
見
逃
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
「
天
の
八
十
毘
羅
詞
を
作
り
、
天
神
地
祇
の
社
を
定
め
奉
り
た
ま
ひ

き
。
…
悉
に
遺
し
忘
る
る
こ
と
無
く
幣
帛
を
奉
り
た
ま
ひ
き
。
此
れ
に
因
り
て
伇
の
気
悉
に
息
み
て
、
国
家
安
ら
か
に
平
ら
ぎ
き（

（
（

」
と
あ

り
、
未
曾
有
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
で
も
言
う
べ
き
事
態
に
際
し
、
幣
帛
が
供
進
さ
れ
た
国
史
上
の
出
来
事
は
重
要
で
あ
る
。
だ
が
、
や
が

て
斎
部
広
成
の
時
代
に
至
る
や
「
未
だ
幣
を
班
つ
の
例
に
入
れ
ら
れ
ず
し
て
、
猶
、
介
推
の
恨
み
を
懐
け
り（

（（
（

」
と
い
う
投
げ
か
け
も
な
さ

れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
後
、
諸
社
へ
の
奉
幣
は
衰
退
を
経
て
、
石
清
水
、
賀
茂
、
七
社
奉
幣
な
ど
一
部
で
は
再
興
を
見
た
。
加
え
て
、
武

田
秀
章（

（（
（

の
指
摘
に
よ
る
と
、
近
世
期
の
文
人
・
国
学
者
ら
に
よ
る
式
内
社
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
奉
幣
を
中
核
と
す
る
神
社
制
度
が
企
図

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
奉
幣
と
関
わ
り
の
深
い
祈
年
祭
再
興
の
論
点
か
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
。
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二
、
本
庁
幣
の
背
景

（
１
）　

祈
年
祭
再
興

　

祈
年
祭
の
再
興
を
め
ぐ
っ
て
は
す
で
に
藤
井
貞
文（
（（
（

に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
引
用
す
る
三
条
実
万
「
忠
成
公
手
録
書
類

写（
（（
（

」
も
藤
井
や
羽
賀
祥
二（
（（
（

に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
き
た
史
料
で
あ
る
が
、
幕
末
に
お
い
て
公
武
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
三
条
の
記
録
だ
け
に

重
要
な
も
の
で
あ
り
、
改
め
て
紹
介
し
た
い
。
本
史
料
は
朝
廷
の
改
革
案
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
「
祈
年
祭
之
事
」
が

あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
祈
年
祭
は
「
年
穀
之
御
祈
人
命
之
本
」
で
あ
り
「
近
代
外
夷
之
形
勢
」
か
ら
も
行
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
た
だ

神
祇
官
の
再
興
な
く
し
て
実
行
は
難
し
い
と
の
認
識
が
示
さ
れ
、

皇
太
神
宮
以
下
国
々
之
神
社
ニ
幣
ヲ
被
頒
候
事
等
夥
敷
事
ト
相
見
候
得
共
其
儀
ハ
如
何
様
ト
モ
被
減
畧
皇
太
神
宮
其
外
無
止
神
社
ヲ

被
為
祭
幣
帛
モ
被
従
宜
不
被
全
備
候
共
何
分
祭
奠
之
礼
ヲ
被
行
被
報
本
之
御
趣
意
世
ニ
遍
ク
推
弘
リ
候
者
国
家
之
光
曜
ト
存
候

と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
班
幣
の
対
象
を
絞
っ
て
で
も
「
祭
奠
之
礼
」
を
行
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
祈
年
祭
重
視

の
認
識
は
知
識
人
か
ら
も
窺
え
る
。
矢
野
玄
道
は
『
献
芹
詹
語（

（（
（

』
に
お
い
て

一　

本
宮
及
八
神
殿
御
造
立
、
及
ビ
祈
年
・
月
次
・
新
嘗
、
四
度
ノ
大
祭
等
御
興
復
ノ
儀
、
既
ニ
諸
哲
人
奏
議
モ
御
坐
候
故
、
委
ク

ハ
不
レ
奉
二
申
上
一
候

と
記
す
な
ど
、
祈
年
祭
を
求
め
る
声
は
高
ま
っ
て
い
き
、
神
祇
官
の
再
興
を
経
て
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
二
月
二
十
日
、
祈
年
祭
再
興
の

方
針
が
公
表
さ
れ
、
二
十
八
日
に
吉
田
の
大
元
宮
を
神
祇
官
代
と
し
て
斎
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
再
興
の
経
緯
を
め
ぐ
っ
て
は
阪
本

是
丸（

（（
（

に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
と
き
の
祈
年
祭
式
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
為
、
概
観
し
て
お
き
た
い
。
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祈
年
祭
之
儀（
（（
（

先
上
卿
着
伏
座
／
奏
日
時
勘
文
／
奏
聞
訖
参
向
／
神
祇
官

代
／
上
卿
参
神
祇
官
代
北
門
外
〔
任
便
宜
用
南
門
〕
／
有

出
立
之
儀
／
上
卿
着
南
門
内
東
腋
／
座
〔
兼
置
式
筥
砌
敷

軾
〕
／
上
卿
以
召
使
召
外
記
／
外
記
就
軾
／
上
卿
問
諸
司

并
幣
物
／
具
否
／
外
記
毎
度
申
候
由
／
上
卿
目
許
外
記
退

／
上
卿
起
座
就
北
庁
座
〔
南
面
〕
／
此
間
召
使
取
在
北
門

座
／
式
筥
置
此
座
／
上
卿
召
使
々
々
称
唯
／
進
立
南
庭
／

上
卿
仰
云
式
乃
省
乎
／
刀
祢
奉
入
止
宣
／
召
使
出
南
門
召

之
／
弁
以
下
入
南
門
着
南
／
庁
座
〔
式
部
輔
入
南
門
之
間

弁
加
其
上
〕
／
神
祇
官
人
等
着
西
／
庁
〔
東
面
北
上
〕
／

左
右
馬
寮
各
引
御
馬
／
上
卿
已
下
降
着
庁
前
座
／
弁
已
下

同
居
南
庁
前
座
／
神
祇
官
人
居
西
庁
前
座
／
中
巨

マ
マ
臣
カ進
就
庭

中
座
宣
祝
／
詞
訖
拍
手
一
段
／
上
卿
已
下
従
之
／
次
上
卿

以
下
復
座
／
神
祇
官
人
廻
見
幣
物
／
三
匝
之
後
退
去
〔
今

度
両
宮
斗
〕
／
次
上
卿
令
召
使
招
弁
参
南
庁
／
膝
掛
長
押

／
次
上
卿
仰
発
遣
之
事
弁
称
唯
／
退
入
／
弁
復
座
仰
吏
如

上
卿
／
奉
頒　

伊
勢
幣
帛
〔
称
警
蹕
〕
／
上
卿
已
下
平
伏

／
上
卿
已
下
出
南
門
相
揖
／
退
出

祈年祭御再興神祇官代之図
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途
中
、
意
味
の
取
り
に
く
い
箇
所
が
あ
る
が
、
概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
祭
場
図
（「
祈
年
祭
御
再
興
神
祇
官
代
之
図
」）
は
『
押

小
路
文
書（

（（
（

』
に
収
録
さ
れ
る
が
、
本
図
の
通
り
諸
員
が
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
座
に
つ
き
、
中
臣
に
よ
る
祝
詞
の
宣
読
、
神
祇
官
人
に
よ
る
幣

物
の
巡
見
を
経
て
上
卿
が
発
遣
の
旨
を
述
べ
、「
伊
勢
幣
帛
」
が
分
た
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
流
れ
を
木
村
大
樹
の
研
究（

（（
（

や
塩
川
哲

朗
の
論
述（

（（
（

と
比
較
す
る
と
、
古
式
に
従
っ
た
部
分
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
詳
細
な
同
異
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

さ
て
阪
本
が
指
摘
す
る
通
り
、
二
年
時
点
で
は
諸
社
へ
の
奉
幣
は
叶
わ
ず
、
翌
年
以
降
か
ら
次
項
の
通
り
漸
次
奉
幣
制
度
は
整
っ
て
い

っ
た
が
、
応
仁
の
乱
で
廃
絶
し
た
と
さ
れ
る（

（（
（

祈
年
祭
が
約
四
百
年
振
り
に
再
興
さ
れ
、
神
宮
の
み
で
あ
っ
た
も
の
の
奉
幣
が
実
現
し
た
こ

と
の
意
義
は
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

（
２
）　

近
代
の
奉
幣
制
度

　

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
二
年
祈
年
祭
を
契
機
と
し
て
神
宮
は
じ
め
諸
社
に
幣
帛
が
奉
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た

奉
幣
制
度
は
維
新
直
後
に
決
定
し
た
の
で
は
な
く
、
社
格
制
度
や
祭
祀
制
度
な
ど
関
連
す
る
制
度
形
成
と
共
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
大

正
年
間
に
官
国
幣
社
以
下
の
品
目
が
確
定
さ
れ
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
最
終
的
な
確
定
を
み
た
が
、
明
治
初
年
の
状
況
は
経
過
が

複
雑
に
し
て
従
来
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
き
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
項
に
お
い
て
は
当
該
期
の
祈
年
祭
・
新
嘗
祭
・
例
祭
に
関
わ
る
幣
帛

を
確
認
し
た
い
。

　

ま
ず
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
再
興
さ
れ
た
祈
年
祭
は
、
翌
年
以
降
諸
社
へ
の
幣
帛
が
供
進
さ
れ
た
。
四
年
段
階
の
品
目
は
五
色
絁
拾

五
疋
・
麻
九
百
目
・
案
一
脚
で
あ
っ
た（

（（
（

。
翌
五
年
「
官
国
幣
社
祈
年
祭
式
」
に
お
い
て
国
幣
社
幣
物
と
し
て
五
色
絹
各
五
尺
・
木
綿
二

両
・
麻
二
両
と
明
示（

（（
（

さ
れ
、
制
度
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。

　

新
嘗
祭
で
は
、
四
年
の
大
嘗
祭
班
幣（

（（
（

に
お
い
て

官
幣
大
社　
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賀
茂
別
雷
神
社　

絹
二
匹
、
五
色
帛　

各
一
端
、
糸　

五
絢
、
綿　

十
屯
、
麻　

三
斤

賀
茂
御
祖
神
社
、
男
山
八
幡
宮
、
氷
川
神
社
同
上

松
尾
神
社
以
下
廿
五
社　

五
色
帛　

各
一
丈
、
布　

一
端
、
綿　

三
屯

官
幣
中
社　

五
色
帛　

各
五
尺
、
布　

一
端
、
綿　

二
屯

国
幣
中
社　

同
上

国
幣
小
社　

五
色
帛　

各
五
尺
、
布　

一
端

と
い
う
品
目
が
分
た
れ
、
官
社
に
幣
帛
が
供
え
ら
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
翌
年
の
新
嘗
祭
か
ら
も
官
国
幣
社
の
新
嘗
祭
に
も
幣
帛
が
奉
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
幣
帛
料
は

官
幣
大
社　

七
円
五
捨
銭

官
幣
中
社　

五
円
五
捨
銭

官
幣
小
社　

四
円
七
捨
五
銭

国
幣
中
社　

官
幣
中
社
に
同
じ

国
幣
小
社　

官
幣
小
社
に
同
じ

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

例
祭
と
く
に
官
幣
社
の
幣
帛
を
め
ぐ
っ
て
は
明
治
五
年
七
月
式
部
寮
伺
に
よ
り
、
大
社
金
二
十
五
円　

中
社
同
二
十
円　

小
社
同
十
五

円
と
い
う
金
幣
が
確
定
さ
れ
た（

（（
（

。
そ
れ
ま
で
は
現
品
で
の
奉
幣
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
金
幣
に
統
一
さ
れ
た
（
現
品
に
よ
る
奉
幣
は

一
部
の
官
社
で
は
行
わ
れ
た
）。
一
方
、
国
幣
社
の
例
祭
で
は
、
明
治
六
年
九
月
に
祭
典
の
費
用
が
支
出
さ
れ
る
運
び
と
な
り
、
官
国
幣
中

社
例
祭
に
二
十
円（
内
神
饌
料
四
円
）、
官
国
幣
小
社
例
祭
に
十
五
円（
同
三
円
）の
幣
帛
料
が
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（
（（
（

。

　

こ
う
し
た
改
定
に
伴
っ
て
明
治
七
年
十
月
に
「
官
幣
社
例
祭
祈
年
新
嘗
ノ
三
祭
及
ヒ
国
幣
社
祈
年
新
嘗
二
祭
ノ
金
幣
ハ
其
都
度
式
部
寮
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ヨ
リ
国
幣
社
例
祭
ノ
金
幣
ハ
大
蔵
省
ヨ
リ
下
行（

（（
（

」
と
い
う
取
り
扱
い
に
落
ち
着
い
た
。
こ
れ
を
も
と
に
制
定
さ
れ
た
の
が
翌
年
の
式
部
寮

達
「
神
社
祭
式
」
で
あ
り
、
初
年
か
ら
変
遷
が
続
い
た
祭
祀
制
度
も
「
祭
祀
ノ
恒
式
」（「
神
社
祭
式
」
上
表
文
）を
も
っ
て
一
応
の
完
結
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
本
庁
幣
の
制
定

　

前
節
に
て
触
れ
た
通
り
官
幣
社
例
祭
・
祈
年
祭
・
新
嘗
祭
の
幣
帛
料
は
皇
室
か
ら
、
国
幣
社
祈
年
祭
・
新
嘗
祭
の
幣
帛
料
は
皇
室
か
ら
、

国
幣
社
例
祭
幣
帛
料
は
国
庫
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
供
進
さ
れ
る
と
い
う
枠
組
み
は
近
代
を
通
じ
て
存
続
し
た
が
、
終
戦
と
共
に
神
社
は
国
家
管

理
を
離
れ
、
宮
中
よ
り
の
幣
帛
は
別
と
し
て
国
や
府
県
な
ど
か
ら
の
幣
帛
は
供
進
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
二
月
神
社
界
で
は
神
社
本
庁
を
発
足
さ
せ
、
民
間
団
体
と
し
て
出
発
す
る
こ
と
と
な
り
、
官
制
時

代
の
祭
祀
関
係
法
令
を
継
承
し
つ
つ
、
占
領
下
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
祭
祀
制
度
を
策
定
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
昭
和
二
十
一
年

九
月
「
神
社
の
例
祭
に
統
理
若
は
代
理
者
参
向
の
場
合
の
祭
式
祭
詞
、
並
び
に
三
大
祭
の
宮
司
祝
詞
に
関
す
る
件
」
が
通
達
さ
れ
、
幣
帛

料
が
供
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
長
谷
晴
男（

（（
（

に
よ
る
と
、
本
件
は
将
来
的
な
祭
式
制
定
に
至
る
迄
の
暫
定
的
な
措
置
で
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
昭
和
二
十
七
年
二
月
の
「
祭
祀
規
程
」
制
定
に
よ
り
祭
祀
関
係
規
程
が
整
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
昭
和
三
十
三
年
六
月
に
「
幣

帛
料
供
進
に
関
す
る
規
程（

（（
（

」（
昭
和
四
十
六
年
改
正
、
平
成
二
十
年〈
二
〇
〇
八
〉改
正
）が
次
の
通
り
定
め
ら
れ
た
。

第
一
条�　

本
庁
は
、
全
国
神
社
の
総
意
に
基
い
て
神
社
の
神
徳
を
顕
揚
し
、
斯
道
の
興
隆
を
祈
願
し
、
奉
賛
の
誠
を
捧
げ
る
趣
旨
で
、

神
社
の
例
祭
、
鎮
座
祭
及
び
本
殿
遷
座
祭
に
本
庁
幣
を
供
進
す
る
。

　

こ
の
際
、「
全
国
神
社
の
総
意
」
に
基
づ
く
献
幣
制
度
と
位
置
付
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
性
格
や
金
額
面
を
め
ぐ
っ
て
種
々
議
論
が
あ
っ

た
。
小
野
祖
教
が
「
神
社
新
報
」
七
一
〇
号（
昭
和
三
十
六
年
四
月
八
日
付
）
若
木
談
話
室
欄
に
お
い
て
評
議
員
会
で
の
論
点
を
紹
介
し
た
後
、
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次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

私
の
学
問
上
の
意
見
と
し
て
は
、
も
と
奉
幣
は
天
皇
が
国
の
元
首
と
し
て
、
国
民
を
代
表
し
て
御
祈
願
を
捧
げ
し
め
ら
れ
る
の
に

そ
へ
て
の
御
供
へ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
へ
て
ゐ
る
。
氏
子
の
祭
祀
の
上
に
こ
の
国
民
に
連
る
陛
下
の
祭
祀
が
加
は
っ
て
ゐ
た
の
が
神

社
祭
祀
で
あ
り
、
祭
政
一
致
の
本
義
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。 

　

今
日
は
神
道
指
令
以
来
の
関
係
で
旧
制
が
絶
た
れ
て
ゐ
る
が
、
国
民
の
側
で
総
意
を
集
め
て
、
神
社
本
庁
と
い
ふ
包
括
機
関
か
ら
、

そ
の
総
意
に
よ
る
国
民
幣
の
精
神
で
献
幣
し
、
氏
子
祭
祀
に
併
せ
た
総
国
民
祭
祀
の
趣
旨
を
立
て
る
事
は
出
来
る
。
私
は
本
庁
幣
を

意
義
あ
ら
し
め
る
つ
も
り
な
ら
、
こ
ゝ
を
お
さ
へ
て
明
制
を
立
つ
べ
き
だ
と
思
ふ
。 

　

こ
の
趣
旨
を
も
と
ゝ
す
れ
ば
、
憲
法
問
題
に
ふ
れ
な
い
で
も
、
陛
下
の
御
心
を
頂
い
て
奉
幣
制
を
立
て
る
事
も
出
来
る
し
、
昔
の

代
官
制
の
如
く
御
名
代
制
も
つ
く
れ
な
い
事
で
は
あ
る
ま
い
。
無
論
そ
れ
が
不
徹
底
で
姑
息
だ
と
い
ふ
叱
言
の
あ
る
の
は
承
知
だ
が
、

現
在
の
段
階
で
は
過
渡
的
で
あ
っ
て
も
、
時
に
即
し
て
精
神
を
継
ぐ
こ
と
が
よ
い
と
思
ふ
。  

　

こ
こ
で
は
国
民
幣
を
主
旨
と
し
つ
つ
、「
陛
下
の
御
心
を
頂
い
」
た
奉
幣
制
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
見
解
に
対
し
、
鳥
取
・
加

知
弥
神
社
宮
司
飯
田
秀
明
は
同
紙
七
二
五
号（
昭
和
三
十
六
年
八
月
五
日
付
）に
お
い
て
反
論
す
る
。

本
庁
か
ら
出
る
幣
帛
に
、
全
国
的
意
義
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
事
務
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
勿
論
幣
帛
は
金
額
が

問
題
で
は
な
い
。
精
神
的
内
容
、
信
仰
的
権
威
が
伴
は
ね
ば
無
意
味
で
あ
る
。
本
庁
幣
に
、
信
仰
的
権
威
が
認
め
難
た
い
と
す
れ
ば
、

無
い
も
の
を
有
る
が
如
く
に
見
せ
か
け
、
そ
れ
を
形
式
化
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。

　

献
幣
の
こ
と
は
、
云
ふ
な
れ
ば
、
祭
式
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
神
社
の
例
祭
に
当
っ
て
、
全
国
神
社
か
ら
の
、
互
礼
的
な
お

祝
の
し
る
し
を
、
事
務
的
立
場
か
ら
、
本
庁
が
代
表
し
て
お
供
へ
す
る
と
云
ふ
程
の
も
の
で
あ
ら
う
。

　

右
の
二
意
見
か
ら
、
本
庁
幣
に
公
共
的
性
格
を
見
出
そ
う
と
す
る
立
場
と
、
あ
く
ま
で
事
務
的
な
物
と
し
て
捉
え
る
立
場
と
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
相
反
す
る
意
見
を
背
景
に
し
な
が
ら
、
昭
和
三
十
八
年
佐
々
木
行
忠
統
理
か
ら
諮
問
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
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神
社
審
議
会
に
お
い
て
本
庁
幣
の
公
共
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。
結
果
、
昭
和
四
十
一
年
四
月
「
幣
帛
料
供
進
の
趣
旨
徹
底
と
取
扱
の

改
善
に
つ
い
て（

（（
（

」
と
し
て
答
申
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
献
幣
制
度
に
つ
い
て
「
神
社
の
公
共
性
の
考
へ
方
及
び
取
扱
ひ
方
に
つ
い
て
、
多
く

の
疑
問
を
残
し
た
ま
ま
行
は
れ
た
為
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
そ
の
趣
旨
が
徹
底
し
な
い
と
共
に
、
取
扱
ひ
方
も
亦
、
必
ず
し
も
十
分
検
討

さ
れ
て
ゐ
な
い
」
と
指
摘
し
た
上
で
、「
神
社
は
、
国
家
の
管
理
下
に
あ
っ
て
は
、
国
家
の
宗
祀
と
し
て
、
公
共
祭
祀
を
重
視
し
、
こ
れ

を
祭
祀
の
本
義
と
し
て
来
た
。
然
る
に
、
神
社
本
庁
設
立
以
来
、
神
社
の
祭
祀
は
、
氏
子
崇
敬
者
を
本
位
と
し
て
営
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、

公
共
祭
祀
の
形
は
、
制
度
の
上
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
な
い
」
と
す
る
。
そ
こ
で
幣
帛
供
進
の
趣
旨
と
し
て
次
の
二
点
を
明
確
に
表
す
こ
と
を

求
め
た
。

一�

、
神
社
の
祭
祀
に
は
、
公
共
の
祭
祀
の
精
神
が
表
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

二�

、
神
社
の
公
共
祭
祀
は
、
皇
祖
天
照
大
神
の
神
勅
を
奉
じ
、
皇
祚
を
践
ま
せ
賜
へ
る
歴
代
天
皇
の
、
祭
政
一
致
の
御
精
神
に
発
す

る
こ
と
を
想
起
し
こ
の
御
趣
意
を
奉
戴
し
、

　

皇
祚
の
無
窮

　

万
民
の
康
福

　

世
界
の
平
和
人
類
の
福
祉
の
増
進

　

を
、
公
共
的
に
祈
願
す
る
為
、
本
庁
の
幣
帛
を
供
進
す
る
こ
と
。

　

こ
こ
に
お
い
て
、
公
共
性
を
重
視
す
る
神
社
祭
祀
と
、
そ
の
象
徴
と
し
て
の
幣
帛
が
明
確
に
意
味
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
趣
旨
に
基
づ
く
幣
帛
の
取
扱
い
と
し
て
四
点
の
補
足
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
「
幣
帛
料
供
進
の
趣
旨
が
明
確
に
あ
ら
は
れ
る
や
う
、

又
必
ず
こ
れ
を
制
度
の
上
に
徹
底
せ
し
め
る
こ
と
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
点
と
、
昭
和
四
十
六
年
神
社
祭
祀
関
係
規
程
改
正
に
伴
っ
て
本
庁

幣
献
撤
が
行
事
と
し
て
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
宮
司
以
下
祭
員
の
座
位
が
左
か
ら
右
へ
と
変
更
さ
れ
た
こ

と
も
間
接
的
に
影
響
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
長
谷
晴
男（

（（
（

に
よ
る
と
、
宮
司
上
位
論
と
献
幣
使
上
位
論
と
が
あ
る
な
か
で
、
宮



12明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 59号〕令和 4年 11月

司
以
下
は
下
位
よ
り
奉
仕
す
る
こ
と
が
礼
の
本
義
と
し
て
、
祭
場
の
座
位
は
右
に
改
ま
っ
た
と
い
う
。
た
だ
献
幣
使
の
座
位
は
「
便
宜
に

従
ふ
」
と
さ
れ
た
が
、
今
日
で
は
左
（
向
か
っ
て
右
）
に
著
く
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
本
庁
幣
を
重
ん
じ
る
立
場
が
明
確

に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
汲
ん
で
か
、
小
野
祖
教
は
本
庁
幣
の
神
学
を
打
ち
立
て
る
べ
き
と
し
て
「
神
社
新
報
」
一
五
八
〇
号
（
昭
和
五
十
四
年

九
月
三
日
付
）に
「
本
庁
幣
「
代
幣
」
の
神
学
」
と
題
す
る
一
文
を
寄
せ
た
。
そ
こ
で
は
本
庁
幣
の
解
釈
に
つ
い
て

第
一
解
釈�　

国
家
幣
の
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
本
庁
幣
は
異
質
の
も
の
で
、「
代
幣
」
と
は
な
し
難
い
。
よ
っ
て
、

神
社
制
定
の
運
動
を
興
し
、
国
家
幣
の
復
活
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。（
中
略
） 

第
二
解
釈�　

国
家
幣
の
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
。
本
庁
幣
は
、
こ
れ
と
は
異
質
で
「
代
幣
」
で
は
な
い
。
庁
幣
に
は
本
庁
幣
と
し
て
の

意
味
が
あ
る
。
こ
れ
を
尊
重
す
る
こ
と
は
、
国
家
幣
復
活
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。

の
二
つ
を
掲
げ
、
神
社
本
庁
は
後
者
に
立
つ
と
す
る
。
こ
れ
を
受
け
、
小
野
の
理
解
す
る
本
庁
の
説
明
と
は
次
の
通
り
と
す
る
。

本
庁
の
第
一
説
明　

国
家
幣
は
廃
止
さ
れ
た
。
然
し
、
本
庁
は
（
政
府
の
）「
代
官
」
と
し
て
、
本
庁
幣
を
供
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
庁
幣
は
、
国
家
幣
の
「
代
幣
」
で
あ
る
。 

本
庁
の
第
二
説
明　

国
家
幣
は
廃
止
さ
れ
た
。（
本
庁
が
、
政
府
の
代
官
だ
と
は
云
は
ぬ
が
）
本
庁
幣
は
、
国
家
幣
の
「
代
幣
」
と
し
て

供
進
す
る
も
の
だ
。

　

こ
の
説
明
は
「
代
官
」
の
有
無
は
あ
る
と
し
て
、「
代
幣
」
で
あ
る
こ
と
を
共
に
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
小
野
は
本
庁
幣
に

公
共
的
性
格
を
見
出
す
た
め
に
神
学
的
解
釈
を
試
み
る
。
菅
公
の
「
こ
の
た
び
は
幣
も
と
り
あ
へ
ず
…
…
」
の
歌
を
引
き
合
い
に
「
見
立

て
」
の
考
え
方
に
も
と
づ
い
て
本
庁
幣
を
国
家
幣
の
代
幣
に
す
る
よ
う
転
換
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
班
幣
す
る
神
社

本
庁
に
対
し
て
「「
官
に
代
っ
て
」
本
庁
が
「
代
幣
」
を
供
進
し
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。「
官
に
代
っ
て
」
と
す
な
ほ
に
云
へ
ば
、
そ
れ

は
、
そ
れ
で
よ
い
だ
ら
う
。」
と
述
べ
た
上
で
次
の
通
り
結
論
づ
け
る
。
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然
し
、
私
は
、
預
か
る
と
い
ふ
語
を
つ
か
ふ
と
、
な
ほ
よ
い
と
思
ふ
。
預
か
る
は
、「
い
づ
れ
、
い
つ
の
日
に
か
、
本
主
に
返
す
」

こ
と
を
含
み
と
し
て
ゐ
る
。
た
と
ひ
、
信
仰
的
に
、「
代
幣
」
の
方
法
が
考
へ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
国
家
幣
は
、
国
家
が
供
進
す
る

の
が
本
儀
で
、
本
庁
が
供
進
す
る
の
が
本
儀
だ
と
は
云
ひ
難
い
。
そ
こ
に
「
便
法
」
の
意
識
が
ひ
そ
む
事
は
、
避
け
難
い
の
で
あ

る
。 

　

だ
か
ら
私
は
、
そ
の
事
を
率
直
に
、
預
か
る
と
表
現
し
、
事
態
に
応
じ
、「
幣
帛
供
進
の
制
度
と
責
任
と
を
預
か
る
」
と
説
明
し

た
ら
、
よ
ろ
し
か
ら
う
と
思
ふ
。

　

こ
れ
ら
を
要
約
す
れ
ば
、
本
庁
幣
を
公
よ
り
の
幣
帛
に
見
立
て
て
献
幣
す
る
こ
と
、
そ
し
て
官
に
代
わ
っ
て
本
庁
が
幣
帛
を
各
社
に
供

進
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
い
つ
の
日
か
国
家
に
返
す
と
い
う
意
味
で
そ
れ
ま
で
お
預
か
り
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。「
公
共
の

祭
祀
の
精
神
」
表
明
と
し
て
の
幣
帛
供
進
を
神
学
的
に
意
味
づ
け
る
も
の
と
し
て
重
要
な
見
解
と
言
え
る
。

四
、
祭
祀
の
厳
修
と
本
庁
幣

　

前
節
に
見
た
答
申
は
神
社
祭
祀
に
公
共
性
の
あ
る
こ
と
を
見
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
長
谷
晴
男
が
回
顧
す
る
よ
う
に
「
昭

和
四
十
年
頃
に
な
る
と
、
漸
く
占
領
政
策
に
よ
つ
て
歪
め
ら
れ
た
、
神
社
制
度
・
神
社
祭
祀
制
度
を
是
正
せ
ん
と
す
る
気
運
が
昂
ま
り（

（（
（

」

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
の
神
社
祭
祀
関
係
規
程
改
正
へ
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
改
正
さ
れ
た
「
神
社
祭
祀
規
程
」
は
「
肇
国

以
来
の
伝
統
で
あ
る
神
社
と
皇
室
国
家
と
の
関
係
を
、
よ
り
一
層
密
接
に
す
る
」
べ
く
「
大
御
心
を
戴
き
奉
り
、
宝
祚
の
無
窮
と
国
民
の

繁
栄
と
を
祈
念
す
る
神
社
祭
祀
本
来
の
姿
を
顕
現
す
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
観
点
に
立
脚
し
て（

（（
（

」
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
承
け
た
同
規
程

の
平
成
十
八
年（
二
〇
〇
六
）改
正
に
お
い
て
前
文
が
掲
げ
ら
れ
、
祭
祀
の
意
義
が
明
確
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

お
よ
そ
祭
祀
と
は
神
祇
を
ひ
た
す
ら
奉
斎
し
、
神
勅
に
明
ら
か
な
報
本
反
始
の
誠
を
捧
げ
て
、
神
威
を
発
揚
し
神
徳
を
敬
仰
す
べ
き
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こ
と
を
も
つ
て
本
義
と
す
る
。
祭
祀
は
皇
室
国
家
の
隆
昌
と
世
界
の
平
安
、
氏
子
・
崇
敬
者
の
繁
栄
、
道
義
の
昂
揚
と
徳
性
の
涵
養

と
を
め
ざ
す
、
わ
が
民
族
固
有
の
伝
統
的
か
つ
公
共
的
な
祈
り
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
皇
室
国
家
・
神
宮
・
神
社
は
も
と
よ
り
、
社

会
一
般
に
関
す
る
も
の
に
及
び
、
こ
れ
が
執
行
に
当
た
つ
て
は
斎
戒
を
重
ん
じ
、
清
明
に
し
て
恭
敬
な
る
心
意
を
尽
く
し
て
厳
修
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
前
文
は
祭
祀
の
本
義
を
改
め
て
明
示
し
た
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
が
、
神
社
界
で
は
自
明
の
こ
と
と
受
け
止
め
ら
れ
て

い
る
の
か
、
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
そ
こ
で
本
節
の
論
点
と
し
て
前
文
を
中
心
に
検
討
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
「
神
勅
に
明
ら
か
な
報
本
反
始
の
誠
」
と
あ
る
よ
う
に
、
報
本
反
始
の
誠
に
基
づ
い
た
祭
祀
が
重
視
さ
れ
る
。「
神
社
本
庁
憲
章（

（（
（

」

に
あ
る
「
祭
祀
は
、
報
本
反
始
の
誠
を
捧
げ
、
古
来
の
伝
統
と
、
別
に
定
め
る
制
規
に
従
つ
て
厳
修
す
る
」
と
い
う
一
条
と
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
神
勅
と
祭
祀
と
の
関
係
で
は
西
岡
和
彦
の
提
示
す
る
左
の
命
題（

（（
（

を
念
頭
に
置
き
た
い
。

神
道
の
目
的
は
、
宝
祚
無
窮
・
天
下
太
平
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
手
段
が
皇
孫
守
護
、
す
な
は
ち
天
皇
守
護
で
あ
る
。「
神
勅
と
祭

祀
」
と
は
、
神
道
の
目
的
成
就
の
願
ひ
を
告
げ（
神
勅
）、
そ
の
た
め
の
手
段
を
諮
り
、
実
行
す
る
も
の（
祭
祀
）で
あ
る
。

　

次
に
注
目
す
べ
き
は
「
伝
統
的
か
つ
公
共
的
な
祈
り
」
で
あ
る
。
こ
の
伝
統
の
示
す
と
こ
ろ
は
幅
広
く
、
こ
こ
で
直
ち
に
論
断
で
き
る

も
の
で
も
な
い
が
、
端
的
に
言
え
ば
茂
木
貞
純（

（（
（

の
「
神
代
に
起
源
を
発
す
る
祭
祀
伝
統
は
、
宮
中
祭
祀
、
神
宮
祭
祀
及
び
神
社
祭
祀
と
い

う
形
で
現
在
ま
で
根
強
く
継
承
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
に
集
約
さ
れ
よ
う
。

　

一
方
の
公
共
的
祈
り
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
神
社
の
公
共
性
が
模
索
さ
れ
て
き
た（

（（
（

な
か
に
あ
っ
て
、
祭
祀
の
も
つ
公
共
性
は
と
く
に

留
意
さ
れ
て
き
た
事
柄
と
言
え
よ
う
。
岡
田
莊
司（

（（
（

に
よ
る
と
、
古
代
に
お
い
て
自
然
災
害
は
神
の
祟
り
と
さ
れ
、
人
間
は
自
然
と
共
生
す

る
道
を
選
ん
だ
と
い
う
。
そ
し
て
「
自
然
・
神
と
人
間
と
を
取
り
結
ぶ
、
具
体
的
作
法
が
祭
祀
で
あ
り
、
そ
の
聖
域
が
神
社
で
あ
っ
た
」

と
す
る
。
さ
ら
に
、
自
然
の
恵
み
に
対
す
る
感
謝
と
、
祟
り
で
あ
る
災
害
に
対
す
る
畏
怖
と
を
考
え
合
わ
せ
る
こ
と
で
「
慎
み
・
か
し
こ

む
心
」
が
育
ま
れ
、
そ
れ
が
「「
神
道
」
の
形
成（

（（
（

」
へ
至
る
と
い
う
見
立
て
か
ら
も
、
祭
祀
は
公
共
の
た
め
に
斎
行
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
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さ
れ
て
き
た
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

降
っ
て
中
世
神
社
で
奏
さ
れ
た
祝
詞
か
ら
も
公
共
の
た
め
祈
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
若
狭
彦
神
社
『
若
狭
彦
大
明
神
詔
戸
次

第（
（（
（

』
は
鎌
倉
中
期
の
祝
詞
を
筆
録
す
る
が
、
所
収
さ
れ
る
「
上
下
宮
御
祭
詔
戸
」
に
お
い
て

…
…
當
國ニ

ハ

大
介
自
在–

廳
官
人
郡–

郷
官
々
万
民
百
姓
等
心–

中
所–

願
悉
令
二
圓
満
一
給ヘ

◦
惣ハ

◦
天–

下
泰
平
國
土
豊
饒
…
…

と
あ
っ
て
、
天
下
泰
平
国
土
豊
饒
が
祈
願
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
住
吉
大
社
に
伝
わ
る
『
住
吉
大
神
宮
祝
詞（

（（
（

』
は
室
町
中
期
に
遡
る
と
さ
れ

る
祝
詞
集
だ
が
、
同
書
の
「
朔
幣
祝
言
」
に
お
い
て
も
次
の
通
り
認
め
ら
れ
る
。

…
…
依
恒
例
天
毎
月
乃
今
日
於
迎
フ
宇
留
毎
仁
白
妙
乃
御
幣
於
捧
持
志
女
傳
奉
給
布
處
也
御
心
得
乃
盛
仁
請
納
知
食
給
比
天
異
國
降
伏
聖
朝
安
穏
仁
國

土
静
謐
社
頭
泰
平
諸
人
快
樂
仁
志
天
常
磐
堅
磐
尓
夜
乃
護
乃
日
乃
護
仁
護
利
幸
江
奉
給
江
止
恐
美
恐
美
毛
申
須
御
手

　

右
は
毎
月
朔
日
に
国
司
な
い
し
使
が
参
向
し
幣
帛
を
奉
る
際
に
奏
さ
れ
た
祝
詞
だ
が
、
国
内
の
平
穏
が
祈
願
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
続
い
て
近
世
期
の
祝
詞
か
ら
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
荷
田
春
満
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
「
子
安

神
社
例
祭
祝
詞（

（（
（

」
に
は

天
下
彌
平
加
仁
、
四
方
乃
海
彌
靜
仁
、
夜
乃
守
利
仁
日
乃
護
利
仁
守
利
幸
比
賜
陪
登
、
神
主
某
恐
禮
美
恐
禮
美
毛
申
須

と
あ
る
よ
う
に
、
一
貫
し
て
公
共
の
た
め
祈
願
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
歴
史
を
踏
ま
え
る
と
、「
神
社
本
庁
憲
章
」
前
文
に
謳
わ
れ
る

通
り
「
神
祇
を
崇
め
、
祭
祀
を
重
ん
ず
る
わ
が
民
族
の
伝
統
は
、
高
天
原
に
事
始
ま
り
、
国
史
を
貫
い
て
不
易
」
と
い
う
一
文
に
集
約
さ

れ
る
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
伝
統
な
ら
び
に
公
共
に
関
わ
る
祈
り
を
概
観
し
た
が
、「
伝
統
的
か
つ
公
共
的
」
と
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
つ
を
合
わ
せ

た
祈
り
が
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
神
社
界
に
お
い
て
吟
味
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。「
神
社
祭
祀
の
概
念
を
よ
り
明
ら
か

に
す
べ
く（

（（
（

」
前
文
は
掲
げ
ら
れ
た
と
あ
る
以
上
、
こ
の
祈
り
の
意
味
は
追
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
「
わ
が
民
族
固
有
」
と
ま

で
限
定
し
て
い
る
点
か
ら
す
る
と
、
よ
り
具
体
性
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
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す
な
わ
ち
伝
統
的
か
つ
公
共
的
祈
り
を
象
徴
す
る
も
の
と
は
何
か
。
本
稿
で
扱
う
幣
帛
が
そ
れ
に
合
致
す
る
も
の
と
提
起
し
た
い
。
な

ぜ
な
ら
、
神
代
に
淵
源
を
持
ち
、
律
令
祭
祀
の
幣
帛
は
年
穀
へ
の
災
い
が
な
く
、
自
然
災
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
願
っ
て
献
じ
ら
れ
る
も

の
で
、
爾
来
国
家
祭
祀
制
度
の
根
幹
を
な
し
て
い
た
。
同
時
に
民
間
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
た
儀
礼（

（（
（

で
あ
り
、
今
日
で
も
宮
中
よ
り

の
幣
帛
は
継
続
し
、
官
制
時
代
の
幣
帛
の
精
神
を
継
承
す
る（
あ
る
い
は
お
預
か
り
す
る
）本
庁
幣
も
献
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
こ
そ
ま
さ
に
伝
統
と
公
共
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、「
神
社
祭
祀
規
程
」
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
祭
祀
の
厳
修
と
は
、
神
勅
に
根
ざ
し
た
祭
祀
を
執
行
す
る
こ
と
を
意
識
し
つ

つ
、
伝
統
に
基
づ
い
た
、
か
つ
公
共
の
た
め
の
祈
り
を
続
け
る
こ
と
。
そ
し
て
幣
帛
を
献
じ
る
と
き
に
臨
ん
で
は
、
伝
統
と
公
共
の
祈
り

を
象
徴
し
て
い
る
本
義
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
に
な
る
。
奉
仕
者
は
こ
う
し
た
姿
勢
を
も
っ
て
「
皇
室
国
家
の
隆
昌
と
世

界
の
平
安
、
氏
子
・
崇
敬
者
の
繁
栄
、
道
義
の
昂
揚
と
徳
性
の
涵
養
」
を
祈
願
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お

わ

り

に

　

本
稿
で
論
じ
た
通
り
、「
全
国
神
社
の
総
意
」
に
基
づ
く
本
庁
幣
は
制
定
当
初
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
た
。
神
社
界
の
議
論
を
経
て
今

日
の
定
着
を
み
る
に
至
っ
た
が
、
現
状
の
ま
ま
で
よ
し
と
も
言
え
な
い
。
瀬
戸
神
社
宮
司
佐
野
和
史
が
指
摘（

（（
（

す
る
通
り
、
本
来
御
祭
神
の

座
数
に
対
応
し
た
幣
帛
数
が
供
進
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
そ
う
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
ど
う
捉
え
る
の
か
。
ま
た
官
制
時
代
で
は
三
祭
に

幣
帛
が
供
進
さ
れ
て
い
た
が
、
恒
例
祭
と
し
て
は
例
祭
の
み
と
な
っ
て
い
る
点
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
。
あ
る
い
は
大
祓
で
は
祓
物
が
規

定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
現
物
に
よ
る
幣
帛
の
規
定
を
欠
い
て
い
る
、
な
ど
課
題
点
は
多
い
。
解
決
に
は
関
係
規
程
の
改
正
を
必
要
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
直
ち
に
答
え
の
出
る
問
題
で
は
な
い
。
今
後
も
祭
祀
制
度
拡
充
の
た
め
議
論
は
続
け
ら
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、

奉
仕
者
に
あ
っ
て
は
「
神
社
祭
祀
規
程
」
前
文
の
理
念
を
体
現
す
る
べ
く
、
日
々
の
祭
祀
に
い
そ
し
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
の
で
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あ
る
。註（

1
）�　

神
社
本
庁
編
『
平
成
二
十
年
改
訂
版
神
社
祭
祀
関
係
規
程
附
解
説
』（
神
社
新
報
社
、
平
成
二
十
四
年
）、
九
七
頁
。
以
下
現
行
規
程
の
引
用

は
本
書
に
拠
る
。

（
2
）�　

小
野
祖
教
『
神
道
の
基
礎
知
識
と
基
礎
問
題
』（
神
社
新
報
社
、
平
成
二
十
八
年
）、
三
四
〇
―
三
四
四
頁
。

（
3
）�　

星
野
文
彦
著
述
・
発
行
『
神
社
祭
祀
の
本
義
』（
昭
和
六
十
二
年
）、
八
二
―
九
三
頁
。

（
4
）�　

長
谷
晴
男
著
・
発
行
『
神
社
祭
式
行
事
作
法
沿
革
史
』（
平
成
十
一
年
）、
七
三
―
七
八
頁
。

（
5
）�　

沼
部
春
友
・
茂
木
貞
純
編
著
『
神
道
祭
祀
の
伝
統
と
祭
式
』（
戎
光
祥
出
版
、
平
成
三
十
年
）、
一
九
二
―
二
〇
三
頁
。

（
6
）�　

梅
田
義
彦
稿
「
幣
帛
」『
神
道
要
語
集　

祭
祀
篇
』（
神
道
文
化
会
、
平
成
二
十
五
年
）、
四
〇
五
頁
。

（
7
）�　

神
社
本
庁
編
『
神
社
祭
式
同
行
事
作
法
解
説
』（
神
社
新
報
社
、
平
成
二
十
二
年
）、
五
頁
。

（
8
）�　

本
澤
雅
史
『
祝
詞
の
研
究
』
第
一
部
第
一
章（
弘
文
堂
、
平
成
十
八
年〈
初
出
は
昭
和
六
十
三
年
〉）。

（
9
）�　

倉
野
憲
司
・
武
田
祐
吉
校
注
『
古
事
記　

祝
詞
』（
岩
波
書
店
、
平
成
六
年
）、
一
八
一
頁
。

（
10
）�　

中
村
幸
弘
・
遠
藤
和
夫
『『
古
語
拾
遺
』
を
読
む
』（
右
文
書
院
、
平
成
十
六
年
）、
一
四
四
頁
。

（
11
）�　

武
田
秀
章
「
国
学
か
ら
國
學
院
へ
」（『
モ
ノ
と
心
に
学
ぶ
伝
統
の
知
恵
と
実
践
』
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
、
平
成
二
十
四
年
）、
二
四
―
二
五
頁
。

（
12
）�　

藤
井
貞
文
『
近
世
に
於
け
る
神
祇
思
想
』（
春
秋
社
松
柏
館
、
昭
和
十
九
年
）、
一
四
〇
頁
。

（
13
）�　

日
本
史
籍
協
会
編
『
三
條
實
萬
手
録
』
一（
日
本
史
籍
協
会
叢
書
124
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
十
七
年
覆
刻
）、
四
三
一
頁
。

（
14
）�　

羽
賀
祥
二
「
天
皇
制
と
稲
作
儀
礼
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
史
学
）』
五
九
、
平
成
二
十
五
年
）、
一
三
九
頁
。

（
15
）�　

日
本
思
想
大
系
51
『
国
学
運
動
の
思
想
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
六
年
）、
五
五
五
頁
。 

（
16
）�　

阪
本
是
丸
『
国
家
神
道
形
成
過
程
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
平
成
六
年
）、
四
七
―
五
二
頁
。

（
17
）�　

宮
内
公
文
書
館
蔵
『
祈
年
祭
一
件　

明
治
二
巳
年
二
月
二
十
八
日
』。

（
18
）�　

内
閣
文
庫
蔵
『
押
小
路
文
書
』
十
四
。
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（
19
）�　

木
村
大
樹
「
班
幣
行
事
の
復
元
的
考
察
」（『
國
學
院
大
學
大
學
院
紀
要
―
文
学
研
究
科

―
』
第
四
十
九
輯
、
平
成
三
十
年
）。

（
20
）�　

岡
田
莊
司
編
『
事
典
古
代
の
祭
祀
と
年
中
行
事
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
十
一
年
）、
七
八
―
七
九
頁
。

（
21
）�　

前
掲
『
事
典
古
代
の
祭
祀
と
年
中
行
事
』、
八
五
頁
。

（
22
）�　

国
立
公
文
書
館
蔵
『
太
政
類
典
』
第
一
編
、
第
一
二
六
巻
、
教
法
・
祭
典
一
。

（
23
）�　
『
太
政
類
典
』
第
二
編
、
第
二
六
一
巻
、
教
法
十
二
、
祭
典
一
。

（
24
）�　

国
立
公
文
書
館
蔵
『
公
文
録
』
明
治
四
年
、
第
六
巻
、
辛
未
、
大
嘗
会
雑
記
。

（
25
）�　

宮
内
公
文
書
館
蔵
『
明
治
五
年
祭
祀
録　

第
一
稿
二
』。

（
26
）�　
『
太
政
類
典
』
第
二
編
第
二
六
一
巻
、
教
法
十
二
、
祭
典
一
な
ら
び
に
『
明
治
五
年
祭
祀
録　

第
一
稿
七
』。

（
27
）�　
『
公
文
録
』
明
治
六
年
第
二
一
巻
式
部
寮
伺
。

（
28
）�　
『
法
令
全
書
』
に
拠
る
。
当
該
箇
所
は
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
閲
覧
（
最
終
閲
覧
日
令
和
四
年
九
月
九
日
）。https://

dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/787954/8

（
29
）�　

長
谷
晴
男
『
現
行
神
社
祭
祀
制
度
五
十
年
史
』（
神
社
新
報
社
、
平
成
十
年
）、
一
七
頁
。

（
30
）�　

長
谷
晴
男
編
『
神
社
祭
祀
関
係
法
令
規
程
類
纂
』（
国
書
刊
行
会
、
昭
和
六
十
一
年
）、
一
三
八
頁
。

（
31
）�　
『
神
社
審
議
会
記
録　

神
社
本
庁
史
研
究
叢
書
Ⅲ
』（
神
社
本
庁
編
集
・
発
行
、
平
成
九
年
）、
三
三
五
頁
。

（
32
）�　

前
掲
長
谷
『
現
行
神
社
祭
祀
制
度
五
十
年
史
』、
五
一
頁
。

（
33
）�　

前
掲
長
谷
『
現
行
神
社
祭
祀
制
度
五
十
年
史
』、
三
七
頁
。

（
34
）�　
「
神
社
祭
祀
規
程
改
正
要
項（
昭
和
四
十
六
年
改
正
要
項
）」。
前
掲
『
平
成
二
十
年
改
訂
版　

神
社
祭
祀
関
係
規
程
附
解
説
』、
七
頁
。

（
35
）�　

神
社
本
庁
教
学
研
究
室
編
『
神
社
本
庁
憲
章
の
解
説
』（
神
社
本
庁
、
平
成
九
年
七
刷
）。

（
36
）�　

西
岡
和
彦
「
神
勅
と
祭
祀
―
垂
加
神
道
の
神
学
か
ら

―
」（『
神
社
本
庁
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
七
号
、
令
和
四
年
）、
一
六
八
頁
。

（
37
）�　

茂
木
貞
純
「
根
強
い
祭
祀
伝
統
」（『
神
道
文
化
』
第
三
十
四
号
、
令
和
四
年
）。

（
38
）�　

神
社
審
議
会
答
申
第
三
号
「
神
宮
・
神
社
の
公
共
性
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
」（
前
掲
『
神
社
審
議
会
記
録　

神
社
本
庁
史
研
究
叢
書
Ⅲ
』、

三
一
八
―
三
二
八
頁
）、
阪
本
是
丸
「
明
治
の
神
道
に
つ
い
て
―
神
社
の
公
共
性
と
宗
教
性

―
」（
東
京
都
神
社
庁
研
修
シ
リ
ー
ズ
そ
の
六
、
東

京
都
神
社
庁
、
平
成
十
年
）、
な
ど
を
参
照
。

（
39
）�　

岡
田
莊
司
・
小
林
宣
彦
編
『
日
本
神
道
史〈
増
補
新
版
〉』（
吉
川
弘
文
館
、
令
和
三
年
）、
二
七
頁
。
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（
40
）�　

岡
田
莊
司
『
古
代
天
皇
と
神
祇
の
祭
祀
体
系
』（
吉
川
弘
文
館
、
令
和
四
年〈
初
出
は
平
成
二
十
四
年
〉）、
二
九
八
頁
。

（
41
）�　

神
道
大
系
編
纂
会
編
・
発
行
『
神
道
大
系
』
神
社
編
三
十
三（
昭
和
六
十
二
年
）、
一
二
二
頁
。

（
42
）�　

谷
省
吾
監
修
・
福
井
款
彦
編
『
神
道
資
料
叢
刊
三　

住
吉
大
社
所
蔵　

住
吉
大
神
宮
祝
詞
』（
皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所
、
平
成
三
年
）、
六

頁
。

（
43
）�　

稲
村
眞
里
『
評
釈　

近
世
名
家
諄
辞
集
』（
明
治
書
院
、
昭
和
七
年
）、
一
三
頁
。

（
44
）�　
「
神
社
祭
祀
規
程
改
正
要
項（
平
成
十
八
年
改
正
要
項
）」、
前
掲
『
平
成
二
十
年
改
訂
版　

神
社
祭
祀
関
係
規
程
附
解
説
』、
四
頁
。

（
45
）�　

一
例
を
あ
げ
る
と
、『
令
集
解
』
の
引
用
す
る
古
記
に
「
村
内
之
人
、
縁
二
公
私
事
一
往
二

–

来
他
国
一、
令
レ
輸
二
神
幣
一
」
と
あ
り
、
村
外
へ
の
往

来
す
る
に
幣
が
伴
っ
た
こ
と
が
窺
え
る（
歴
史
学
研
究
会
編
『
日
本
史
史
料
⑴
古
代
』
岩
波
書
店
、
平
成
十
七
年
、
一
九
七
頁
）。

（
46
）�　

座
談
会
「
祭
務
部
の
設
置
と
今
後
の
活
動
」（「
月
刊
若
木
」
第
七
一
八
号
附
録
、
平
成
二
十
一
年
四
月
）、
七
―
八
頁
。（

甲
斐
奈
神
社
宮
司
）


